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まちの人口（平成 27 年３月１日現在）【住民基本台帳登録人口（外国人を含む）】
総人口 17,178 人（25 人減）  男 8,348 人（8 人減）  女 8,830 人（17 人減）  世帯数 6,889 世帯（4 世帯増）※ (　) 内は前月比

ひなまつり。
健やかな成長を願う
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『
広
が
る
町
の
輪
　
笑
顔
の
輪
』

道標

1
合
併
10
周
年
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定

応
募
総
数
６
３
８
点
の
中
か
ら
選
定

町
の
観
光
資
源
を
活
用
し
誘
客
を
図
る

道標

2
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
い
よ
い
よ
開
催

４
～
６
月
に
福
島
県
全
体
で
開
催

　

 

く
し
ま
Ｄ
Ｃ
が
い
よ
い
よ

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
と
は
、「
ふ
く
し
ま

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
略
称
で
、
地
元
観
光
関
係
者
と

自
治
体
が
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を

は
じ
め
旅
行
会
社
な
ど
と
連
携
し
て
行

う
国
内
最
大
級
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
す
。

　

町
は
、
こ
れ
ま
で
関
係
機
関
と
準
備

を
進
め
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
を

整
え
て
き
ま
し
た
。
温
泉
や
ひ
め
さ
ゆ

り
、
前
沢
集
落
、
駒
止
湿
原
な
ど
の
豊

富
な
観
光
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
24
日
（
金
）
に
は
会
津

田
島
駅
に
お
い
て
、「
よ
う
こ
そ
南
会

津
！
Ｄ
Ｃ
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ

　
併
10
周
年
を
迎
え
る
平
成

27
年
度
を
盛
り
上
げ
、
町

の
一
体
感
を
深
め
る
た
め
、

10
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
２
月

17
日
に
行
わ
れ
た
第
２
回
合
併
10
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
し

た
。

　

決
定
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

『
広
が
る
町
の
輪
　
笑
顔
の
輪
』
で
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
町
内

の
小
・
中
・
高
校
に
通
う
児
童
生
徒
か

ら
募
集
を
行
い
、
６
３
８
点
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
優
秀
作
品
を
３
点

選
定
、
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
決

定
し
ま
し
た
。

　

優
秀
作
品
を
応
募
し
た
の

は
、
南
会
津
中
学
校
３
年
の
桑

澤
英
大
さ
ん
、
檜
沢
中
学
校
３

年
の
服
部
圭
さ
ん
、
南
会
津
中

学
校
１
年
の
渡
邊
廉
也
さ
ん
の

３
人
で
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、
今
後
開
催
さ
れ
る
町
の
イ

合

ベ
ン
ト
や
記
念
事
業
に
使
用
さ
れ
、
10

年
の
節
目
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
祝

っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
会
で
は
、
ア
イ
デ

ア
募
集
事
業
に
提
案
が
あ
っ
た
39
点
に

対
し
て
の
協
議
も
行
い
、「
町
民
の
歌
」

作
成
や
記
念
式
典
に
向
け
た
事
業
の
検

討
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

町の「これまで」と「これから」を結び
未来の南会津町へとつなぐ道標 町 動の き

Signpost of Minamiaizu

［春を待ちわびて、ひな祭り］
　３月３日は桃の節句。町内の各保育所・
幼稚園では「ひな祭り」が行われました。
　南郷保育所でも、ひな人形や桃の花、ひ
し餅などがきれいに飾られ、子どもたちは
興味津々。先生にひな祭りの意味を教えて
もらいながら、季節の行事を楽しんでいま
した。

今月の表紙

旭　日
単光章 湯田政一さん（下町）

元伊南村議会議員

　湯田さんへの伝達式は、２月17日に南郷総合支所
で行われました。県南会津地方振興局の星次長の立
会いの下、大宅宗吉町長から湯田さんへ勲記および
勲章が伝達されました。
　湯田さんは、昭和51
年から昭和63年までの
３ 期12年 に わた り、旧
伊南村議会議員を務め
られました。また、旧
伊南村監査委員や旧伊
南村商工会役員も務め
られ、地方自治の発展
に尽力されました。

高齢者叙勲

高清水自然公園
ひめさゆり群生地

前沢曲家集落
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役 場 か ら の お 知 ら せ

大宅町長の公務百景

２月

3 在京福島県経済人交流会

5 南会津地方広域市町村圏組
合管理者会／土地改良事業
団体連合会南会津支部総会
／土地開発公社理事会／会
津高原ふるさと推進協議会
理事会／南会津地方町村会
総会／南会津地方環境衛生
組合管理者会

6 県議会商労文教委員会県内
視察

7 ～ 8 文京区雪ふれあい交流

9 田島地域行政連絡員委嘱状
交付式／農業再生協議会臨
時総会／若者定住応援プロ
グラム交付金交付式

12 極上の会津プロジェクト協
議会全体報告会

14 読売杯南郷スラローム大会
／只見ふるさと雪まつり

15 クロスカントリースキー伊
南杯／町民スキー大会（田
島）

16 県道栗山舘岩線・黒磯田島
線県要望

17 南郷地域行政連絡員委嘱状
交付式／高齢者叙勲伝達式
／ようこそ町長室へ／合併
10 周年記念事業実行委員会

18 臨時議会／田島東和会総会

20 南会津地方環境衛生組合議
会／南会津地方広域市町村
圏組合議会／荒海財産区議
会

町長の公務を
報告するコーナーです。

新しいファミたんカード

健康福祉課 子育て支援係　　　　0241-62-6170
舘岩総合支所町民課 健康福祉係　0241-78-3325
伊南総合支所町民課 健康福祉係　0241-76-7713
南郷総合支所町民課 健康福祉係　0241-72-2225

問

会津鉄道株式会社　0242-28-5886問

№10

この春、鉄道に乗って出かけよう
会津・野岩鉄道の春休みファミリー割引

子育て家庭を応援！

　福島県と県内市町村、事業所が連携して、子育て中の
家庭を応援する「ファミたんカード」が新しくなります。
　県内3,970店舗で使用できるファミたんカードを提示
すると、割引やプレゼントなど、さまざまなサービスを
受けることができます。
　町では、２月下旬から新しいファミたんカードを保育
所・幼稚園・学校等を通してお子さんに配付しています。
お子さんが保育所等に通っていない場合や、３月末まで
に受け取れなかった場合、カードをなくしてしまった場
合は、健康福祉課子育て支援係または各総合支所町民課
健康福祉係の窓口でお申込みください。

◆新カードの有効期限　平成32年３月31日

◆対象　18歳に達して最初の３月31日を迎えるまでの
　　　　子ども

◆配付枚数　対象者一人につき１枚

※各種サービス提供は協賛店のご厚意によるものです。
※ファミたんカードを使用する際は、ご利用の前に必ず
　お店の方にサービス内容を確認してください。

　春休み期間中に、会津・野岩鉄道を利用する際

の運賃の一部を助成します。

◆対象　小学生の子どもを含む家族で、「浅草往復

　　　　列車たびきっぷ」を利用する場合

◆利用期間　３月24日（火）～４月５日（日）

◆助成額　大人１人につき、小学生の子ども１人

　　　　　分の運賃全額を助成します。

◆助成人数　30人（※助成には限りがあります。
　　　　　　お早めにお申込みください。）

◆注意点　助成は１回限りです。「マイレール化推
　　　　　進事業」や団体割引との併用はできま
　　　　　せん。また、東武鉄道の特急料金、個
　　　　　室料金は除きます。

西部地域のし尿汲取り・浄化槽清掃が民営化
平成27年４月１日から

　西部環境センター（南会津地方環境
衛生組合）が直営で行っていた「し尿
汲取り」・「浄化槽清掃」の業務について、
平成27年４月１日から民営化されます。

《民営化される業務》
　・し尿汲取り
　・浄化槽清掃

《民営化後の料金》
　現在の料金に消費税が加算されます。

ファミたんカードを他人に譲り
渡したり、貸し出すことは禁じ
られています。
ルールを守り、子育てに活用し
ましょう。

南会津地方環境衛生組合 西部環境センター　0241-72-2639問

地域 業者名（所在地） 電話番号

舘岩 会津高原リゾート株式会社
（南会津町高杖原 535） 0241-78-3199

伊南・南郷 南会津環境整備協業組合
（南会津町田島字西番場甲 367） 0241-62-3710

只見 株式会社トーカン
（只見町大字黒谷字黒下 43-2） 0241-84-2270

《民営化後の業者》

し尿汲取り・浄化槽清掃の依頼は、上記業者に直接連絡してください。

統合型位置情報通知システムを導入
南会津地方広域市町村圏組合消防本部からのお知らせ

　これまで一般固定電話からの１１９番通報は、
消防本部、消防署下郷出張所、消防署伊南出張所
および消防署只見出張所の４か所でそれぞれ受け
付けていました。
　このたび３月25日（水）から、消防本部通信司令
室に整備される通信指令台において、郡内全ての
１１９番通報を受け付けます。
　これに伴い、一般固定電話や携帯電話などから
の１１９番通報の位置情報を通知する「統合型位
置情報通知システム」を導入します。

◆統合型位置情報通知システムとは
　一般固定電話・携帯電話・ＩＰ電話から１１９
番通報をした場合、通報者の発信位置に関する情
報が消防本部通信司令室に通知されるシステムで
す。
　特に屋外での携帯電話からの１１９番通報に大
変効果的で、より迅速かつ確実な消防・救急・救
助活動に役立ちます。

◆対象となる電話と通知される情報
○一般固定電話
　通知情報＝契約者（住所と氏名）
○携帯電話
　通知情報＝発信位置の情報
　　　　　　※ＧＰＳ機能がある携帯電話からは
　　　　　　　発信位置の緯度・経度

○ＩＰ電話（「050」で始まる電話は除きます。）
　通知情報＝契約者（住所と氏名）

◆非通知設定の場合
　通報者の位置情報は通知されませんが、生命に
危険があると判断した場合は、位置情報を取得す
ることがあります。ご了承ください。

◆１１９番通報するときのお願い
　位置情報が十分に確認できないことがあります
ので、１１９番通報については、これまでどおり
口頭で住所や目印となる目標物を聞き取りします
ので、ご協力をお願いします。

◆申込方法　利用日の前日までに、会津鉄道の有
　　　　　　人駅（西若松駅、芦ノ牧温泉駅、湯
　　　　　　野上温泉駅、会津下郷駅、会津田島
　　　　　　駅、会津高原尾瀬口駅）でお申込み
　　　　　　ください。

南会津地方広域市町村圏組合消防本部 警防課
0241-62-2141

問
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「
言
葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
び
っ
く

り
だ
っ
た
。
夫
婦
揃
っ
て
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
行
け
た
ら
い
い
な
と
想
っ

て
い
た
か
ら
」。

　

福
島
か
ら
世
界
の
舞
台
に
挑
戦
す
る
夫
婦

が
い
る
。
星
雄
一
さ
ん
・
奈
々
さ
ん
夫
婦
が

今
回
の
主
人
公
。
２
人
と
も
に
生
ま
れ
つ
き

耳
が
聞
こ
え
な
い
ろ
う
者
だ
。
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
代
表
に
決
ま
っ
た
気
持
ち
を
聞
く

と
素
直
な
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

２
人
は
３
月
28
日
か
ら
ロ
シ
ア
・
ハ
ン

テ
ィ
マ
ン
シ
ー
ス
ク
で
行
わ
れ
る
、
第
18
回

冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
ア
ル
ペ

ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
日
本
代
表
だ
。
デ
フ
リ
ン

　

パ
ラ
レ
ル
種
目
は
、
並
行
し
て
設
定
さ
れ

た
コ
ー
ス
を
２
人
が
並
ん
で
同
時
に
滑
走
す

る
も
の
。
予
選
を
２
本
滑
り
、
男
子
は
上
位

16
位
、
女
子
は
上
位
８
位
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
２

人
が
同
時
に
滑
走
し
、
早
い
者
が
勝
ち
抜
け

て
い
く
競
技
だ
。

さ
ん
は
19
歳
の
と
き
に
「
止
ま
っ
て
い
る
波

に
行
く
べ
」
と
友
人
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
。
夏
は
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
む
雄
一
さ

ん
は
、
波
と
い
う
言
葉
に
と
ま
ど
い
な
が
ら

も
、
友
人
の
誘
い
に
乗
っ
て
ス
キ
ー
場
へ
。

そ
こ
で
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
出
会
っ
た
。
奈
々

さ
ん
は
舘
岩
育
ち
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
ス
キ
ー
ヤ
ー
。
そ
ん
な
奈
々

さ
ん
が
18
歳
の
と
き
、
友
人
た
ち
が
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
す
る
の
を
見
て
、
真
似
し
て
始
め

た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

２
人
は
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
11
月
に

結
婚
。現
在
は
猪
苗
代
町
で
暮
ら
し
て
い
る
。

雄
一
さ
ん
は
郡
山
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を

製
造
す
る
工
場
に
勤
務
。
奈
々
さ
ん
も
会
津

二
人
三
脚
で

挑
む
世
界
。

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー
。

ろ
う
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
言
わ
れ
る
大
会
に

日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
南
会
津
町
出
身
者
。

星
奈
々
さ
ん
は
夫
の
雄
一
さ
ん
と
と
も
に

ア
ル
ペ
ン
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
に
出
場
し
ま
す
。

共
に
ろ
う
者
の
２
人
。

耳
が
聞
こ
え
な
い
ハ
ン
デ
を
も
の
と
も
せ
ず

雪
の
斜
面
を
滑
走
し
ま
す
。

互
い
に
支
え
合
い
、

世
界
の
舞
台
に
挑
む
２
人
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

星 雄一さん

　 奈々さん夫婦

若
松
市
の
半
導
体
製
造
の
工
場
に
勤
務
し
て

い
る
。
２
人
は
共
働
き
で
多
忙
な
中
、
練
習

を
重
ね
て
い
る
。

　

３
月
末
に
ロ
シ
ア
に
出
発
す
る
前
に
も
、

山
形
県
や
長
野
県
で
の
ゲ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
、
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ｓ
Ｂ
Ａ
全

日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
選
手
権
大
会
へ
の
出
場

を
控
え
、
調
整
に
余
念
が
な
い
。

「
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
な
が
ら
、

タ
ー
ン
を
す
る
と
気
持
ち
が
良
い
」。

　

そ
う
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
魅
力
を
語
る
２
人

は
、
ろ
う
者
大
会
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
選

手
た
ち
と
同
じ
大
会
で
も
、
数
々
の
優
勝
や

上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
実
力
者
夫
婦
。

　

２
人
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
出
会
い
。
雄
一

「
へ
こ
ん
だ
と
き
や
落
ち
込
ん
だ
と

き
、
お
互
い
に
支
え
合
い
、
頑
張
ろ

う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
」。

　

家
族
や
友
人
た
ち
か
ら
の
応
援
が
心
の
支

え
と
い
う
２
人
だ
が
、
一
番
の
支
え
は
や
は

り
一
つ
の
夢
に
向
か
い
、
共
に
歩
む
お
互
い

第18回冬季デフリンピック競技大会
アルペンスノーボード日本代表

星  奈々・ほし なな
　南会津町熨斗戸出身
　福島県立聾学校卒
　1980年生まれ34歳。

星  雄一・ほし ゆういち
　郡山市出身
　福島県立聾学校卒
　1968年生まれ47歳。

ピ
ッ
ク
と
は
、４
年
に
１
度
開
か
れ
る
、

ろ
う
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
も
言
わ
れ

る
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
夏
季
大

会
と
冬
季
大
会
が
行
わ
れ
る
。

　

夫
の
雄
一
さ
ん
は
郡
山
市
出
身
の
47

歳
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
２
回
目
の
出

場
と
な
る
。前
回
、平
成
15（
２
０
０
３
）

年
の
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
大
会
で
は
４
位
だ
っ
た
。

妻
の
奈
々
さ
ん
は
本
町
の
舘
岩
地
域
熨

斗
戸
地
区
出
身
の
34
歳
、
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
初
出
場
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
２
人
は
、
パ
ラ

レ
ル
大
回
転
（
Ｐ
Ｇ
Ｓ
）
と
パ
ラ
レ
ル

回
転
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
２
種
目
に
出
場
す

る
。

の
存
在
だ
。

　

互
い
に
支
え
合
い
、
世
界
の
舞

台
に
挑
む
２
人
に
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
目
標
を
聞
く
と
力
強
く
応

え
て
く
れ
た
。

「
メ
・
ダ
・
ル
」。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
２
人
は
、

３
月
30
日
に
パ
ラ
レ
ル
大
回
転
、

４
月
２
日
に
パ
ラ
レ
ル
回
転
に
出

場
す
る
。

　

互
い
を
支
え
合
い
、
二
人
三
脚

で
世
界
に
挑
む
雄
一
さ
ん
、
奈
々

さ
ん
夫
婦
が
ど
ん
な
滑
り
を
見
せ

て
く
れ
る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み

で
な
ら
な
い
。

●取材協力　猪苗代町総務課　矢森徹郎

特集 ● 二人三脚で挑む世界。
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平
成
26
年
度
町
教
育
委
員
会
表
彰

式
が
３
月
３
日
、
御
蔵
入
交
流
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
文
化
振
興
や

教
育
行
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
や
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収

め
た

104
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
渡
部
謙
一
町
教
育
委
員
会
委

員
長
は
「
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
一
人

一
人
の
活
躍
が
、
町
に
夢
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
受
賞
者
を

激
励
。
ま
た
大
宅
町
長
は
「
皆
さ
ん

が
頑
張
れ
た
の
は
自
分
の
努
力
の
ほ

か
、
家
族
や
指
導
者
の
お
か
げ
。
感

謝
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

功
労
表
彰（
４
人
）

▼
酒
井
眞
喜
男
（
昭
和
55
年
か
ら
34

年
間
に
わ
た
り
旧
南
郷
村
体
育
指
導

委
員
お
よ
び
南
会
津
町
体
育
指
導
委

員
、
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
尽
力
）

▼
馬
場  

賢
（
平
成
11
年
か
ら
15
年

間
に
わ
た
り
旧
伊
南
村
体
育
指
導
委

員
お
よ
び
南
会
津
町
体
育
指
導
委

員
、
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
尽
力
）

▼
穴
澤
美
和
（
平
成
７
年
か
ら
19
年

間
に
わ
た
り
旧
舘
岩
村
体
育
指
導
委

員
お
よ
び
南
会
津
町
体
育
指
導
委

員
、
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
尽
力
）

▼
河
原
田
信
弘
（
平
成
元
年
か
ら
25

年
間
に
わ
た
り
旧
伊
南
村
体
育
指
導

委
員
お
よ
び
南
会
津
町
体
育
指
導
委

員
、
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
尽
力
）

功
績
表
彰（
４
人
）

▼
五
十
嵐
久
子
（
平
成
16
年
か
ら
10

年
間
に
わ
た
り
旧
南
郷
村
体
育
指
導

委
員
お
よ
び
南
会
津
町
体
育
指
導
委

員
、
南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

と
し
て
尽
力
）

▼
高
橋
稔
雄
（
田
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
と
し
て
２
年
間
在
職
な
ど
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
尽
力
）

▼
大
桃
英
樹
（
田
島
第
二
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
２
年
間
在
職
）

▼
橘  

達
雄
（
南
郷
文
化
協
会
会
長

と
し
て
６
年
以
上
在
職
）

奨
励
賞（
96
人
）

▼
一
野
谷
優ゆ

ま麻
（
第
22
回
関
東
甲
信

越
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
・

３
位
）
▼
湯
田
琉る

い生
（
第
31
回
全

国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
・
３
位
）
▼
星  

遼り
ょ
う
が河
（
第
67

回
県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大

会
小
５
男
子
大
回
転
・
優
勝
）
▼

湯
田
大ひ
ろ
と翔
（
第
31
回
全
国
少
年
少

女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
・
３

位
）
▼
阿
久
津  

流り
ゅ
う（
第
31
回
北
日

本
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
・
優
勝
）
▼
嶋  

茉ま
ひ
ろ央
（
第
22
回

関
東
甲
信
越
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ

大
会
・
優
勝
）
▼
菊
地
朝あ
さ
と仁
（
第
67

回
県
総
体
ス
ポ
少
ス
キ
ー
競
技
大
会

中
２
男
子
大
回
転
・
優
勝
）
▼
湯
田

有あ
り
さ咲
（
第
40
回
福
島
県
中
学
校
体
重

別
柔
道
選
手
権
大
会
・
優
勝
）
▼
中

丸
雄ゆ
う
や哉
（
第
51
回
東
北
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
男
子
回
転
・
優
勝  

他
）
▼

高
橋
龍り
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
（
第
３
回
和
道
会
北
日

本
空
手
道
選
手
権
大
会
・
３
位
）
▼

渡
部
雄ゆ
う
ひ飛

（
第
16
回
東
北
中
学
生
空

手
道
選
手
権
大
会
・
３
位
）
▼
大

嶋  

柚ゆ
ず
（
第
37
回
東
北
高
等
学
校
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
大
回
転
・
２

位
）
▼
星  

水み
づ
き月

（
第
60
回
福
島
県

高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
ク

ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
菅
家
亜あ

き紀
（
第

60
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会
ス

キ
ー
競
技
ク
ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
中

丸
菜な

お緒
（
第
37
回
東
北
高
等
学
校
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
女
子
回
転
・
２

位
）
▼
渡
部  

颯は
や
て（
第
60
回
福
島
県

高
等
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
ク

ロ
カ
ン
・
優
勝
）
▼
渡
部
陽よ
う
へ
い平
（
東

北
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大

会
・
３
位
）
▼
湯
田
浩こ
う
せ
い成

（
第
50
回

和
道
会
全
国
空
手
道
競
技
大
会
・
優

勝  

他
）
▼
蕪
木
由ゆ

き

え
紀
枝
（
皇
后
盃

第
47
回
全
日
本
女
子
弓
道
選
手
権
大

会
・
優
勝
）
▼
五
十
嵐
大だ
い
す
け介
（
第
14

回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
・
優
勝
）
▼
湯
田
浩こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
日

本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
１
４

空
手
道
競
技
・
第
５
位
）
▼
湯
田  

忠た
だ
し（

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
２

級
・
３
級
普
及
指
導
員
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
研
修
交
歓
大
会
・
優
勝
）
▼

渡
部
智と
も
ひ
ろ浩
（
第
60
回
福
島
県
高
等
学

校
体
育
大
会
ボ
ー
ト
競
技
・
団
体
優

勝
）
▼
田
島
中
学
校
＝
中
山
真ま

な奈
・

湯
田
美み

さ

き
沙
季
・
湯
田
真ま

き

こ
樹
子
・
大

竹
未み

く来
・
星  

結ゆ
い
な奈

・
渡
辺
優ゆ
う
な南

・

室
井
梨り

な那
・
栗
橋
未み

さ

と
沙
音
・
猪
巻  

唯ゆ
い
・
湯
田
紗さ

な那
・
星  

夏な
つ
き希
・
福
田

愛め

い生
・
佐
藤  

伶れ
い
・
桜
木
菜な

な

み
々
美
・

星  

日ひ

な

こ
菜
子
・
佐
藤
由ゆ

う

な
宇
那
（
第
41

回
東
北
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
・
３
位
）
▼
り
ん
ど
う
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
＝
湯
田
真ま

お生
・
湯
田
結ゆ

な那
・

鹿
目  

遥は
る
か・

湯
田
眞ま

の

か
乃
香
・
湯
田

綾あ
や
ね音

・
星  

莉り

な那
・
大
桃
帆は
ん
な南

・
湯

田
寧ね

ね々

・
大
竹
杏あ

み実
・
大
竹
花か
り
ん林
・

福
田
紗さ
ゆ
み弓
・
湯
田
二ふ
た
ば葉
・
大
桃
さ
や

か
・
大
桃
帆ほ
の
か夏
（
第
67
回
県
総
体
ス

ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
優
勝
）

▼
小
椋
獅し
お
ん恩

（
第
38
回
こ
ど
も
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
福
島
支
社
コ
ン
ク
ー

ル
・
最
優
秀
賞
）
▼
星  

碧あ
お
と翔

（
第

38
回
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
福
島

支
社
コ
ン
ク
ー
ル
・
最
優
秀
賞
）
▼

芳
賀
裕ゆ
う
た
ろ
う

太
郎
（
第
59
回
福
島
県
書
き

ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め
大
賞
）
▼
塩
生

紋あ
や
か加
（
Ｊ
Ａ
共
済
県
小
・
中
学
生
書

道
コ
ン
ク
ー
ル
・
知
事
賞
）
▼
髙
山

美み

ほ穂
（
第
58
回
福
島
県
書
き
ぞ
め

展
・
書
き
ぞ
め
大
賞
）
▼
菅
家
優ゆ
う
り里

（
第
53
回
下
水
道
の
日
「
下
水
道
い

ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル
書
道
部
門
・
国

土
交
通
大
臣
賞
）
▼
湯
田  

清き
よ
し（
第

24
回
福
島
県
シ
ル
バ
ー
美
術
展
書
の

部
・
県
知
事
賞
）
▼
神
田
寛か
ん
じ治

（
改

組
新
第
１
回
日
本
美
術
展
覧
会
書
部

門
・
入
選
）
▼
中
山  
翠み
ど
り（

第
59
回

福
島
県
書
き
ぞ
め
展
・
書
き
ぞ
め

大
賞  

他
）
▼
荒
海
中
学
校
（
第
59

回
福
島
県
た
な
ば
た
展
・
最
高
学
校

賞
）
▼
大
竹
真ま

お央
・
星  

七な
な
み海
・
大

山
由ゆ
う
か華
・
柏
倉
彩あ
や
の乃
（
第
67
回
全
日

本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
高

等
学
校
部
門
・
文
部
科
学
大
臣
賞
）

▼
田
島
太
鼓
龍
巳
会
「
白
鼓
」
＝

渡
部
龍り
ゅ
う
だ
い

大
・
渡
部
晃こ
う
だ
い大

・
阿
久
津

光こ
う
た
ろ
う

太
郎
・
星  

和や
ま
と・
草
野
琳り

な那
・
湯

田
有あ
り
さ咲
・
室
井
柚ゆ
ず
き紀
・
佐
藤  

駿し
ゅ
ん・

阿
久
津
怜れ
お
ん音
・
室
井
涼す
ず
か伽
・
大
竹

春は
る
か歌

・
大
川
桃も
も
か佳

・
阿
久
津
美み
い
な愛

・

櫻
木
彩あ

づ

な
津
那
・
小
椋
淑と
し
や弥

・
桑
原

大だ
い
じ
ゅ樹

（
太
鼓
祭
in
な
と
り
２
０
１
４

北
日
本
大
会
・
３
位
）
▼
田
島
太

鼓
龍
巳
会
＝
湯
田
隼し
ゅ
ん
ぺ
い平

・
平
野  

彩あ
や
・
菅
原
佑ゆ
は
る晴
・
草
野
琉る

き稀
・
小

泉
龍り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
・
大
竹
楓ふ
う
か歌
・
阿
久
津

桜お
う
か花
・
平
野
玲れ

な菜
・
星  

悠ゆ
う
ま真
・
弓

田
望み
く
と翔
・
渡
部
達た
つ
あ
き瑛
・
木
村
倖こ
う
だ
い大
・

星  

美み

や夜
（
太
鼓
祭
in
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
２
０
１
４
組
太
鼓
日
本
一
決
定

戦
・
準
優
勝
）

南
会
津
町
教
育
委
員
会
表
彰
式

104
人
が
表
彰

教育委員会
表彰
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　２月11日、南会津スポーツ雪合戦がびわのかげ
野球場で行われ、大人から子どもまで約300人が
参加し、冬晴れの下、爽やかな汗を流しました。
　小学生までのジュニア大会には６チームが参
加、田島スポーツ少年団男子ソフトボール部Ａチ
ームが優勝しました。
　15チームで争われた中学生以上の一般大会で
は、田村市から参加した「アッコーギトライク」
チームが優勝しました。

大人も子どもも熱中！
南会津スポーツ雪合戦

この日報告に訪れたのは、中丸さんを含め３人
の選手たち。これからも頑張ってください。

　今年の冬も本町の児童生徒がスキーで活躍。福
島県、東北、そして全国の舞台で南会津の元気を
発信しました。
　２月６日から10日にかけ秋田県で開催された第
64回全国高等学校スキー大会に出場した、県立南
会津高等学校の皆さんが成績報告のため、２月18
日に町長室を訪れました。このうち中丸菜緒さん

（３年）が、女子回転で６位入賞の成績を収めまし
た。

中丸さん全国で６位
南会津高が出場報告

　２月23日から26日にかけて、早稲田大学の学生
４人が南郷地域を訪れ、酒造りや除雪ボランティ
アなど、南会津の暮らしに密着しながら、地元の
人たちと交流を深めました。
　このプログラムは、社会に出る前の多感な学生
らに対し、都会とは違う、地方ならではの暮らし
の豊かさやそこで暮らす人々の価値観に直に触
れ、“人生の先輩”からそれぞれ学び取ってもらい
たいと早稲田大学が企画したもので、県内では唯
一、南郷地域が受け入れ先となりました。
　学生たちは滞在中、一般家庭に民泊。花泉酒造
で蔵人と共に酒造りを体験したり、地元ＮＰＯ法
人『じねんと』のメンバーらと共に１人暮らしの
高齢者宅で除雪ボランティアを行ったりしまし
た。また、会津高原南郷スキー場でスキーやスノ
ーボードを楽しんだほか、地元の有志団体『チー
ム南郷』との交流会も開催されました。
　参加した学生たちは「ネットや携帯に頼らない、
人と人との繋がりが強く感動しました」「自分の仕
事や地元に誇りを持ち暮らしている人が多く、刺
激になりました」「これからも南会津町との繋がり
を大切にしていきたい」などと語ってくれました。

人生の先輩らに学んだ４日間
早稲田大学「Tunagaruプログラム」

初めは慣れない手つきの除雪作業でしたが、
時間が経つにつれ、使いこなせるようになっていました。

雪国ならではの遊び「雪合戦」。
大人も子どもも夢中で雪玉を投げていました。

第59回
福島県書きぞめ展

　

手
で
「
字
」
を
書
く
こ
と
が
少
な

く
な
っ
た
今
の
時
代
。
日
本
の
文
化

の
中
で
は
、
手
で
文
字
を
書
く
と
い

う
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
。
本

町
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
年
、
各
書

道
展
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
第
59
回
福
島
県
書
き
ぞ
め

展
が
行
わ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
見
事
な
書
道
の
腕
前
を
県
内
に
披

露
し
ま
し
た
。

　

毛
筆
の
部
、
硬
筆
の
部
に
分
か
れ

て
行
わ
れ
た
書
き
ぞ
め
展
に
は
、
県

内
の
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学

校
の
計
７
３
０
校
、
８
万
７
０
１
６

人
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
最
高
賞
の
「
書
き

ぞ
め
大
賞
」
に
４
人
、「
書
き
ぞ
め

準
大
賞
」
に
４
人
、「
書
き
ぞ
め
賞
」

に
７
人
、「
書
き
ぞ
め
奨
励
賞
」
に

18
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
賞
で
も
「
最
高
学
校

賞
」
に
舘
岩
中
、「
優
秀
学
校
賞
」

に
舘
岩
小
と
南
会
津
中
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

第59回福島県書きぞめ展受賞者（敬称略）

毛筆の部
　書きぞめ大賞
　　菅家 優里（南会津中３年）　塩生 紋加（荒海中１年）
　　芳賀裕太郎（舘岩小６年）　中山  翠（南郷小２年）　
　書きぞめ準大賞
　　渡辺 優南（田島中３年）　馬場菜美恵（舘岩中３年）
　　大山 成美（舘岩中１年）　湯田菜那葉（舘岩小５年）
　書きぞめ賞
　　川井 明日香（荒海中３年）　室井 柚紀（檜沢中２年）
　　髙山美穂（舘岩中２年）　馬場 理奈（南会津中２年）
　　星  朋葉（荒海小５年）
　書きぞめ奨励賞
　　渡辺 聖南（田島中２年）　星  日菜子（田島中１年）
　　星  真聡子（檜沢中１年）　平野 将太郎（南会津中１年）
　　宋  佳玲（荒海小６年）　五十嵐  雅（南郷小６年）
　　阿久津  空（桧沢小６年）　斎藤  育（田島小５年）
　　山田 奈波（田島二小５年）　渡部 さくら（伊南小５年）
　　阿久津 伸弥（荒海小４年）　原田 美羽（舘岩小４年）
　　五十嵐 彩羽（南郷小４年）　大山 維月（舘岩小３年）
　　五十嵐  茜（南郷小３年）　星  日菜子（桧沢小３年）
硬筆の部
　書きぞめ賞
　　五十嵐 大起（南郷小２年）　渡部 暖仁（田島小１年）
　書きぞめ奨励賞
　　鈴木優太朗（桧沢小２年）　星  桜子（舘岩小１年）

優秀な成績を収めた舘岩小・舘岩中の子どもたち

書きぞめ大賞に輝いた作品

南
会
津
中
学
校
３
年

　
　

菅
家 

優
里
さ
ん

荒
海
中
学
校
１
年

　
　

塩
生 

紋
加
さ
ん

舘
岩
小
学
校
６
年

　
　

芳
賀
裕
太
郎
さ
ん

南
郷
小
学
校
２
年

　
　

中
山  

翠
さ
ん

花泉酒造では蒸した米に麹菌を混ぜ合わせる麹造り
などを体験しました。
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南
会
津
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

田
島
吹
奏
楽
団
や
田
島
高
校
、
田
島
中
、

下
郷
中
吹
奏
楽
部
が
出
演
し
ま
す
。
入
場
無

料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

３
月
22
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
場

　

御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

主
催
＝
南
会
津
町
文
化
ホ
ー
ル
運
営
委
員
会

　
　
　

南
会
津
町
教
育
委
員
会

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
３
１
１

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　

予
約
制
（
事
前
に
南
会
津
保
健
福
祉
事
務

　

所
ま
で
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。）

　

無
料

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所 

保
健
福
祉
課

　

０
２
４
１
（
６
３
）
０
３
０
５

早
期
就
職
を
目
指
す
方
へ

求
職
者
支
援
制
度

　

求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険
を
受
給

で
き
な
い
方
を
対
象
と
し
て
、
職
業
訓
練
に

よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で

す
。

制
度
の
ポ
イ
ン
ト

①
受
講
す
る
職
業
訓
練
の
受
講
料
が
無
料
で

　

す
。

②
職
業
訓
練
受
講
中
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
就

　

職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

③
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
訓
練
期

　

間
中
に
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」
が
支

　

給
さ
れ
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

平
成
27
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職

試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）
お

よ
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容

に
つ
い
て
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
人
事
院
東
北
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

［
総
合
職
試
験
］

申
込
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
８
日
（
水
）

第
１
次
試
験
＝
５
月
24
日
（
日
）

［
一
般
職
試
験
］

申
込
受
付
期
間
＝
４
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
20
日
（
月
）

第
１
次
試
験
＝
５
月
24
日
（
日
）

　

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係

　

０
２
２
（
２
２
１
）
２
０
２
２

　

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

平
成
27
年
度

国
税
専
門
官
採
用
試
験（
大
卒
程
度
）

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
あ
ふ

れ
る
税
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

　

１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

　

次
に
掲
げ
る
も
の

　

(1)
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
28
年

　
　

３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

　
　

の
者

　

(2)
人
事
院
が
(1)
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

　
　

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

受
験
申
込
受
付
期
間

 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＝
４
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
13
日
（
月
）

 

・
郵
送
、
持
参
＝
４
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
４
月
２
日
（
木
）

第
１
次
試
験
日
＝
６
月
７
日
（
日
）

　

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
。
郵
送
、

　

持
参
用
受
験
申
込
書
の
請
求
は
、
田
島
税

　

務
署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は

　

人
事
院
東
北
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

　

仙
台
国
税
局 

人
事
第
二
課 

試
験
研
修
係

　

０
２
２
（
２
６
３
）
１
１
１
１

平
和
を
仕
事
に

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
採
用
試
験

　

陸
上
、
海
上
、
航
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人

受
付
期
間

　

５
月
１
日
（
金
）
ま
で

試
験
日

　

５
月
16
日
（
土
）

　
（
17
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

　

０
２
４
２
（
２
７
）
６
７
２
４

心
の
健
康
相
談

　

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
で
は
、
精
神
科

医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相
談
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
悩
み
や
不
安
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

３
月
20
日
（
金
）

お
知
ら
せ

くらしの情報

このコーナーの見方
日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問い合わせ
℡ 電話番号

Town  Information

HP ホームページ
Ｅ E-mail

試 

験

問℡

問℡

申 問℡

催 
し

料

　町では、町民の皆さんの自発的な取り組み
を応援する「南会津町元気のでる地域づくり
支援事業」を実施しています。
　平成27年度分の事業申請の受付は、４月１
日（水）から行いますが、申請に係る事前相談
などは３月から受け付けます。

◆申請受付期間
　　４月１日（水）～ 17日（金）

◆補助対象事業
　［一般枠］地域住民が自発的かつ創造的に実
　　施する事業において、地域性・先駆性・
　　他団体との連携などの特性を有する事業
　［特別枠］一般枠において３年間事業を実施
　　したもので、自主運営のために発展・持
　　続的な事業展開が図られ、広域的な連携
　　を有する事業

◆補助対象者
　　主に本町に住所を有する方によって組織
　されている団体

南会津町元気のでる地域づくり支援事業を募集します

相 

談

日

場

HP問

℡

　小高林・上ノ原地区は集落全員が隊員とな
る『小高林地区支援隊』を組織し、地区住民
の所得向上や遊休農地解消を目的に「赤カブ」
の栽培・販売を行うなど、地域の特性を活か
した地域づくりを行っています。
　今回、冬期間の集落住民の結びつきを深め、
コミュニティ活動の活性化を図ることを目的
に、宝くじ助成により除雪機を整備しました。
　主体的に地区が行う高齢者宅の除雪を通し
て、高齢者が安心で安全な生活ができること
を目指すほか、声掛けによる孤立防止や見守
り体制づくりなど住民の心に寄り添い地域の
連帯感が深まるコ
ミュニティ活動を
進めています。

◆補助金額
　［一般枠］補助対象事業の8/10以内
　　　　　　（補助限度額50万円）
　［特別枠］補助対象事業の8/10以内
　　　　　　（補助限度額30万円）

◆申請受付について
　　町ホームページから申請書類をダウンロ
　ードし、必要資料を添付して総合政策課ま
　たは各総合支所振興課へ提出してください。
　（申請書類は役場担当課窓口にも備え付けて
　あります。）

◆問い合わせ
　総合政策課 企画政策係
　　（℡ 0241-62-6240）
　舘岩総合支所振興課 企画観光係
　　（℡ 0241-78-3330）
　伊南総合支所振興課 企画観光係
　　（℡ 0241-76-7715）
　南郷総合支所振興課 企画観光係
　　（℡ 0241-72-2900）

冬に広がる温かい和、
元気な輪
小高林・上ノ原地区

申問℡

暁
の
星
幼
稚
園 

園
児
募
集

　

暁
の
星
幼
稚
園
で
は
、
平
成
27
年
度
に
入

園
を
希
望
す
る
幼
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
幼
児
の
保
護
者
の
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
歳
～
５
歳
児
（
満
３
歳
の
誕
生
日
を
迎

　

え
た
幼
児
は
入
園
で
き
ま
す
。）

　

暁
の
星
幼
稚
園

　

南
会
津
町
田
島
字
根
小
屋
甲
４
２
４
２

　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
５
６
８

募 

集

Town  Information

問℡ 対

問℡ 日場
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※ 地域指定のないものは全地域対象です。

4月15日（水）３～４か月児健康診査
［受付］12：15 ～ 12：45
［会場］保健センター
［対象］平成26年12月生まれ

4月16日（木）１歳児健康相談（田島地域）
［受付］13：30 ～ 13：45
［会場］保健センター
［対象］平成26年３～４月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー

健康通信 Health Infomation

このコラムは

健康に関するあれこれを

町の保健師たちがつづります。

今月は、佐藤 円 保健技査。

こころの声に

耳をかたむけて

　

年
度
末
を
迎
え
る
こ
の
季
節
は
、
異
動

等
で
慌
た
だ
し
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

就
職
や
退
職
、
入
学
や
卒
業
な
ど
、
大
き

な
環
境
の
変
化
を
迎
え
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
大
き
な
環
境
の
変
化
は
、

新
し
い
期
待
に
心
を
弾
ま
せ
る
反
面
、
自

分
自
身
で
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に
「
こ
こ

ろ
」
へ
負
担
を
か
け
て
い
る
面
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、「
こ
こ
ろ
の
不
調
・

こ
こ
ろ
の
病
気
」
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、身
体
に
不
調
が
出
た
と
き
、

ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
ま
す
か
。
お
そ
ら

く
、
薬
を
飲
ん
で
み
た
り
病
院
に
行
っ
て

み
た
り
す
る
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま

す
。
で
は
、
こ
こ
ろ
が
つ
ら
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
に
お
い
て
こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
身

体
の
ど
の
病
気
よ
り
も
か
か
っ
て
い
る
人

が
多
い
病
気
で
す
。
本
人
の
み
な
ら
ず
、

家
庭
や
学
校
、
職
場
等
へ
与
え
る
影
響
が

大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
い
段
階
で

適
切
な
治
療
を
受
け
て
い
な
い
方
が
多
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
個
人
の
我
慢
強
さ

や
忍
耐
力
と
は
関
係
な
く
、
誰
に
で
も
起

こ
る
病
気
で
す
が
、
多
く
は
治
療
に
よ
り

回
復
し
ま
す
。
相
談
や
治
療
が
早
け
れ
ば

早
い
ほ
ど
、
回
復
も
早
い
こ
と
が
判
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
不
調
は
、
多
く
の
場

合
、
少
し
ず
つ
病
気
の
サ
イ
ン
（
表
１
）

が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い

た
と
き
、
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
こ
ろ
の
病
気
を
理
解
し
た

り
自
覚
し
た
り
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の

で
す
。
そ
れ
は
、
こ
こ
ろ
が
他
の
身
体
の

病
気
の
よ
う
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
血
液
な
ど

の
検
査
で
診
断
で
き
ず
、
目
に
見
え
な
い

こ
と
。
ま
た
、
こ
こ
ろ
の
疲
れ
や
バ
ラ
ン

ス
の
乱
れ
は
誰
に
で
も
起
こ
る
の
で
、
ど

の
段
階
か
ら
病
気
と
考
え
れ
ば
よ
い
の
か

が
分
か
り
に
く
い
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
こ

ろ
の
病
気
に
か
か
る
人
は
「
意
思
の
弱
い

人
」
だ
と
か
「
怠
け
者
で
あ
る
」
と
い
う

誤
っ
た
風
潮
か
ら
、
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。
以
上
の
よ
う

な
理
由
か
ら
で
す
。

　

こ
こ
で
、
周
り
の
人
に
お
願
い
し
た
い

3
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
気
づ
く
・
つ
な
ぐ
・
見
守
る
」

　

こ
れ
は
、
周
囲
の
人
が
変
化
（
表
２
）

に
「
気
づ
き
」、専
門
家
に
「
つ
な
い
で
」、

そ
の
後
あ
た
た
か
く
「
見
守
る
」
こ
と
が

健
すこ

やか

コラム
vol.12

南会津町保健センター　　　　   0241-62-6180
舘岩総合支所町民課 健康福祉係  0241-78-3325
伊南総合支所町民課 健康福祉係  0241-76-7713
南郷総合支所町民課 健康福祉係  0241-72-2225

の保健事業についての問い合わせは町

大
切
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
こ
の
「
気
づ
く
・
つ
な
ぐ
・
見
守

る
」
は
自
殺
予
防
の
取
り
組
み
の
合
言
葉

で
す
。
ま
た
、
コ
ラ
ム
タ
イ
ト
ル
「
こ
こ

ろ
の
声
に
耳
を
か
た
む
け
て
」
は
、
今
年

度
の
自
殺
予
防
週
間
（
９
月
10
日
～
16

日
）
ポ
ス
タ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

し
た
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る
こ
と
、そ
れ
が
、

大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
大
切
な
方
の
変
化
が
気
に
な
っ
た

と
き
は
、
ぜ
ひ
町
の
保
健
師
や
保
健
福
祉

事
務
所
、
専
門
の
医
療
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

３・４月の日曜当番医

医院名 電話
３月

15 日 小野木クリニック 0241-76-7780

22 日 なかやクリニック 0241-73-2036

29 日 愛輝診療所 0241-78-8688

４月

5 日 佐藤医院（下郷町） 0241-67-2134

12 日 きむらクリニック 0241-62-5576

19 日 あべクリニック 0241-62-8733

26 日 高橋医院 0241-62-0040

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

表１
≪こころの病気の初期サイン≫
●気分が沈む、憂うつ 
●何をするのにも元気が出ない 
●イライラする、怒りっぽい 
●理由もないのに、不安な気持ちに
　なる 
●気持ちが落ち着かない 
●胸がどきどきする、息苦しい 
●何度も確かめないと気がすまない 
●周りに誰もいないのに、人の声が
　聞こえてくる 
●誰かが自分の悪口を言っている気
　がする 
●何も食べたくない、食事がおいし
　くない 
●寝つけない、熟睡できない 
●夜中に何度も目が覚める

表２
≪周囲の人が気づきやすい変化≫
●服装が乱れてきた 
●急にやせた、太った 
●感情の変化が激しくなった 
●表情が暗くなった 
●一人になりたがる 
●不満、トラブルが増えた 
●独り言が増えた 
●他人の視線を気にする
●遅刻や休みが増えた 
●ぼんやりしていることが多い 
●ミスや物忘れが多い 
●体に不自然な傷がある
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《えいが会》
■日時＝３月 21 日（土）　午前 11 時～
■場所＝図書館内読み聞かせコーナー
■対象＝幼児～小学校低学年
※申込みは不要です。直接会場にお越しください。

【一般図書】
　天皇陛下料理番の和のレシピ　　谷部　金次郎／著
　奴隷小説　　　　　　　　　　　　桐野　夏生／著
　小説創業社長死す　　　　　　　　　高杉　良／著
　暗闇・キッス・それだけで　　　　　森　博嗣／著
　桑港特急　　　　　　　　　　　　山本　一力／著
　今日も一日きみを見てた　　　　　角田　光代／著
　老いの冒険　　　　　　　　　　　曽野　綾子／著
　悪足掻きの後始末　　　　　　　　佐藤　雅美／著
　絶　唱　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ／著
　サーカスナイト　　　　　　　よしもとばなな／著
【児童図書】
　おしゃれさんの茶道はじめて物語３　永井　郁子／著
　パンツはちきゅうをすくう
　　　　　　　　　　　　クレア・フリードマン／文
　先生は、デビルマン　　　ナガイ　ツトム／作・絵
　ぷんぷんヒグマ　　　　　　ニック・ブランド／作
　うめぼしさん　　　　　　　かんざわ　としこ／文 
　そらからみると　　　　　　みねお　みつ／作・絵
　玉の図鑑　　　　　　　　　　　森戸　祐幸／監修
　あわふきむし　　　　　　　　　藤丸　篤夫／写真
　おばけのたまごにいちゃん　あきやま　ただし／作・絵
　すっぽんぽんのすけ　　　　もとした　いづみ／作

新着本案内 イベント案内

図書館へ行こう
南会津町図書館　0241-62-5522問

　平成 27 年１月 21 日から２月 20 日の間に、
右記の皆さんからふるさと納税（応援寄付金）を
いただきました。

【いただいたメッセージ】※順不同で抜粋。
　▼民宿やまさんでいつもお世話になっていま
　　す。
　▼スキーやおいしいお酒をいただきに毎年の
　　ように舘岩、南郷に行かせていただいてい
　　ます。おソバやトマトもおいしく、顔を覚
　　えていただいた方も増え、南会津町を応援
　　しています。
　▼南会津町のファンです。
　▼旅行でよく行きます。

住　所 氏　名

東京都港区 篠原　 泰 様

神奈川県横浜市 吉沢 一憲 様

東京都町田市 髙山 謙太郎 様

匿名希望 ４件

計 ７件

ふるさと納税（応援寄付金）ありがとうございます

南会津町　ふるさと納税 検 索

総合政策課 地域振興係  0241-62-6240問

詳しくは町のホームページをご覧ください。

休 館 日

03 月…16 日（月）、23 日（月）、30 日（月）、31 日（火）
04 月…６日（月）、13 日（月）、20 日（月）、27 日（月）、
02 月…30 日（木）

　図書館では、読み聞かせなどのボランティアを募集
しています。希望される方は、図書館までお問い合わ
せください。

図書館ボランティア募集！

むし歯
ゼロ

今
月
は
12
人
の
お
友
だ
ち

星野 陽
ひ よ り

和ちゃん
（伊南）

むし歯予防のためには、歯磨きが大事
 ・食後は必ず歯磨きしましょう
 ・毎日の仕上げ磨きをしっかりやりましょう
 ・子どもに正しい歯磨きの仕方を教えましょう

河野　遼
りょう

くん
（田島）

菊地 遥
と あ

絢ちゃん
（南郷）

森　大
たいよう

耀くん
（田島）

室井 恋
こ の は

乃羽ちゃん
（田島）

中野 亜
あ き

貴ちゃん
（舘岩）

酒井 仁
に の

乃ちゃん
（南郷）

脇坂 心
こ こ な

捺ちゃん
（南郷）

八木沢 武
た け る

尊くん
（田島）

湯田 裕
ひ ろ と

登くん
（田島）

吉田 瞬
しゅんた

太くん
（田島）

星　那
な な か

奈佳ちゃん
（田島）

162015.3 広報みなみあいづ
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鴫
山
短
歌
会
（
田
島
地
域
）

今
生　

梅
宮
ト
キ
子

　

年
越
し
の
手
打
ち
の
蕎
麦
を
味
は
ひ
し

                　
　

こ
こ
ろ
ゆ
と
り
に
寺
の
鐘
聴
く

今
生　

梅
宮　

直
子

　

わ
が
仕
種
を
か
し
と
孫
ら
大
笑
ひ

                　
　

つ
ら
れ
て
笑
ふ
に
フ
シ
ギ
が
ら
れ
つ

下
塩
江　

大
竹　

幸
一

　

娘
よ
り
「
就
職
決
ま
る
」
と
電
話
あ
り

                　
　
「
車
が
い
る
」
と
最
後
に
添
え
て

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

両
隣
り
屋
根
に
声
あ
り
雪
晴
間　
　
　
　
　

猪
股
有
隣
子

　

シ
ク
ラ
メ
ン
一
輪
背
筋
伸
ば
し
咲
き　
　
　

五
十
嵐
弧
庵

　

春
淡
し
仄
か
な
赤
み
小
枝
先　
　
　
　
　
　

星　
　

柳
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

名
優
は
忽
然
と
逝
く
冬
の
雨　
　
　
　
　
　

り
つ
子

　

マ
ラ
ソ
ン
の
繋
ぐ
タ
ス
キ
に
初
涙　
　
　
　

美
世
子

　

日
々
み
え
て
膨
ら
む
蕾
日
脚
伸
ぶ　
　
　
　
　

良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

靴
跡
を
雪
に
残
し
て
バ
ス
に
乗
る　
　
　
　

河
原
田
光
子

　

朱
に
映
え
る
官
女
の
白
き
肌
な
り
き　
　
　

平
野
恵
美
子

　

み
ど
り
児
の
何
を
想
う
か
窓
は
雪　
　
　
　

酒
井　

栄
子

まちの文芸

編集後記　▽今月の特集で紹介させ
ていただいた星さん夫婦。夢に向
かってお互いに支え合う姿は、ただ
ただ感心するばかりです。怪我など
なく大会を迎えてほしい、頑張って
ほしいと願います。
▽３月、４月は何かと酒の席が増え
てくる季節です。南会津町乾杯条例
では、乾杯の際に地元の酒を使うこ
とになっていますが、実は私、日本
酒に弱いんです。飲むのは好きなの
ですが、翌日体調を崩してしまいま
す。日本酒で乾杯。そして完敗。（相）

緑のふるさと協力隊奮戦記 vol. 10連　載
コラム

文・新村秀夫（伊南地域青柳地区に居住）

シーズン２

　

緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
と
し
て
南
会

津
町
に
着
任
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご

協
力
し
て
い
た
だ
き
、
１
年
間
の
活
動

が
無
事
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
「
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
山

の
色
が
変
わ
っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
」

と
地
域
の
方
々
に
お
聞
き
し
た
こ
と

が
、
１
年
た
っ
た
今
、
良
く
理
解
で
き

ま
し
た
。
春
は
新
緑
で
青
々
と
し
、
夏

は
緑
が
濃
く
な
り
、
秋
は
紅
葉
に
色
づ

き
、
冬
は
雪
で
白
く
な
る
の
が
目
に
見

え
て
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
雪
が
解
け
土
が
み
え
る
よ
う
に
な

る
の
が
待
ち
遠
し
い
と
い
う
気
持
ち

も
、
こ
の
地
域
で
生
活
し
て
み
て
つ
く

づ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
活
動
内
容
は
、
農
家
さ
ん

の
お
手
伝
い
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
手
伝
い

ま
で
、
全
て
が
未
経
験
で
未
知
の
世
界

で
し
た
。
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
の
手
探
り
で
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
も
多
々
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
と
い
う
第
一
次
産
業
を
体
験
で

き
、
都
会
で
は
消
費
す
る
だ
け
の
生
活

新村 秀夫　にいむら ひでお

経歴  -Profile-
1974年生まれ。千葉県松戸市出身。
１年間お世話になりました。

　

２
月
６
日
、伊
藤
康
弘
さ
ん
（
中
町
）

よ
り
、
有
害
鳥
獣
対
策
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
模
擬
銃
６
丁
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
模
擬
銃
は
、
有
害
鳥
獣
を
追

い
払
う
花
火
を
セ
ッ
ト
す
る
も
の
で
、

安
全
に
花
火
を
発
射
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

を
お
く
り
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て

は
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
物
が
な

く
な
る
こ
と
は
、
今
ま
で
で
は
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
起
き
、
生
産
者

の
強
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
農
業
を
始
め
る
覚
悟
が
ま
だ
自

分
に
は
な
い
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
東
京
に
戻
り
仕
事
を
し

て
い
き
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
都
市
と
田

舎
を
結
ぶ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
夢
が
で
き
、
南

会
津
町
に
も
ま
た
来
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

１
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

模擬銃は、各地区への貸し出
しなど有害鳥獣対策に活用し
ていきます。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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地酒を身近に。地酒で乾杯。
南
会
津
町
は
、
水
清
ら
か
に
空
青
く
、
春
は
緑
、

秋
は
紅
葉
、
山
紫
水
明
か
ら
湧
き
出
る
清
水
を

生
か
し
、
四
つ
の
酒
蔵
を
有
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
出
だ
し
か
ら
始
ま
る
の
は
、「
南

会
津
町
乾
杯
条
例
」。
酒
宴
の
席
な
ど
の
乾
杯

の
際
、
地
元
の
酒
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
地
元

の
名
産
品
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
地
産
地
消

な
ど
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成
25
年
６
月
21
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
条
例
で

す
。

　

乾
杯
条
例
に
よ
り
、
地
酒
の
一
層
の
普
及
を

目
指
し
て
い
る
の
が
「
地
酒
で
乾
杯
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
す
。
２
月
14
日
に
は
『
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
地

酒
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
乾
杯
！
』
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
。
参
加
者
は
蔵
元
に
よ
る
日
本
酒
講
座
を

聴
い
た
後
、
町
内
の
居
酒
屋
で
地
酒
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
３
月
31
日
ま

で
、
町
内
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店
で
地
酒
を

注
文
や
購
入
し
た
人
を
対
象
に
、
抽
選
で
豪
華

賞
品
が
手
に
入
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
（
南
会

津
町
観
光
物
産
協
会
・
℡
０
２
４
１
（
６
２
）

３
０
０
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


